
こ
こ
に
生
き
る
、
こ
こ
か
ら
始
ま
る
、
新
た
な
挑
戦
。
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未来が輝く村づくり
あ 　　 す

“元気な”たまかわ

ごあいさつ

玉川村長 
須釡 泰一

　
玉
川
村
は
、
昭
和
30
年
３
月
31
日
に
泉
村
と
須
釡
村
の
２
村
合
併
に
よ

り
誕
生
し
、
今
年
、
70
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
現
在
の
玉

川
村
は
、
ひ
と
え
に
先
人
の
皆
様
の
弛
ま
ぬ
努
力
や
玉
川
村
へ
の
深
い
愛

情
と
強
い
想
い
を
持
っ
て
地
域
の
発
展
を
願
い
日
々
尽
力
さ
れ
て
き
た
多

く
の
村
民
の
皆
様
の
ご
苦
労
の
賜
物
で
あ
り
、
心
よ
り
敬
意
と
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　
玉
川
村
は
豊
か
な
自
然
と
優
れ
た
文
化
・
歴
史
・
伝
統
、
そ
し
て
人
々

の
温
か
い
心
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
農
業
を
始
め
と
す
る
産
業
の
発
展
、

教
育
・
福
祉
の
充
実
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
。
特
に
近
年
で
は
、
子
育
て
支
援
や
高
齢
者
福
祉
の
充
実
に
加

え
、
社
会
的
・
構
造
的
課
題
で
あ
る
人
口
減
少
対
策
に
、
自
然
減
対
策
、

社
会
減
対
策
の
両
面
か
ら
総
合
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
現
在
、
閉
校
し
た
四
辻
分
校
を
活
用
し
た
「
た
ま
か
わ
観
光
交
流
施
設 

森
の
駅
y
o
dg
e
」
や
阿
武
隈
川
沿
い
の
「
複
合
型
水
辺
施
設
乙
な
駅
た

ま
か
わ
」
な
ど
の
交
流
拠
点
の
整
備
を
始
め
、
移
住
・
定
住
の
促
進
に
向

け
、「
す
が
ま
プ
ラ
ザ
住
宅
エ
リ
ア
」
の
分
譲
な
ど
、
多
様
な
施
策
を
推

進
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
施
策
を
通
じ
、
次
世
代
を
担
う
人
材
の
育
成
や

地
域
資
源
の
有
効
活
用
、
地
域
活
性
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
も
「
未
来
が
輝
く
村
づ
く
り“

元
気
な”

た
ま
か
わ
」
を
目
指
し
、

住
民
の
皆
様
と
一
緒
に
、
豊
か
な
自
然
と
文
化
を
活
か
し
、
生
ま
れ
て
良

か
っ
た
、
住
ん
で
良
か
っ
た
、
選
ん
で
良
か
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
、
よ
り

魅
力
あ
る
活
力
あ
る
村
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き

の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。令

和
７
年
11
月 

あ 

す
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元気いっぱい 世代をこえて

金毘羅桜（中）

南須釜の念仏踊り

南須釜の念仏踊り（東福寺）

こども記者（森の駅 yodge）

親子料理教室

少年球技大会

こども園豆まき会

元気いっぱい

やっちゃ小屋（山小屋）

認定こども園たまかわクックの森入園式

こども園豆まき会

旗持ち登校（川辺）

中学生みらい議会

さるなし収穫体験（四辻新田）

アーバンスポーツたまかわ

秋祭り（小高）
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未来へつなぐ 元気な姿

春季検閲

森の駅yodgeの夏祭り

お米さんありがとう（小高）

クックちゃん文庫巡回（岩法寺）

高齢者学級

サイクルトレイン

村長杯ゲートボール大会

高齢者サロン（竜崎）

未来へつなぐ

乙字ヶ滝鯉のぼりイベント（竜崎）

グラウンドゴルフ大会

森の駅yodge収穫祭

ふくしま駅伝

森の駅yodgeの田植え

市町村対抗軟式野球対大会

元気なたまかわウォーキング（小高）
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皆
で
支
え
合
う
福
祉
の
村
づ
く
り

令
和
３
年
度
を
初
年
度
と
す
る
第
６
次
玉

川
村
振
興
計
画「
後
期
基
本
計
画
」で
は
、「
未

来
が
輝
く
村
づ
く
り
”元
気
な
“た
ま
か
わ
」

の
実
現
に
向
け
、「
皆
で
支
え
あ
う
福
祉
の

村
づ
く
り
」「
環
境
に
や
さ
し
い
安
全
・
便

利
な
村
づ
く
り
」「
活
力
の
あ
る
村
づ
く
り
」

「
人
を
育
む
村
づ
く
り
」「
交
流
と
協
働
の
村

づ
く
り
」
の
５
つ
の
柱
を
掲
げ
、
総
合
的
な

施
策
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

１
つ
目
の
柱

で
あ
る
「
皆
で

支
え
あ
う
福
祉

の
村
づ
く
り
」

で
は
、
す
べ
て

の
村
民
が
健
康

で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
地
域
社

会
の
実
現
を
目

指
し
、
保
健
・

医
療
・
福
祉
・
子
育
て
な
ど
生
活
に
密
着
し

た
分
野
で
、
誰
も
が
生
涯
を
通
じ
て
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
近
年
は
が
ん
に
よ
る
死
亡
が
増
加
し

て
お
り
、
特
に
働
き
盛
り
世
代
の
健
康
維
持

が
課
題
で
す
。
こ
の
た
め
、
特
定
健
診
や
が

ん
検
診
の
受
診
機
会
拡
大
、
追
加
健
診
や
未

受
診
者
へ
の
勧
奨
を
行
い
、
早
期
発
見
・
早

期
治
療
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
食
生

活
改
善
推
進
員
と
連
携
し
、
減
塩
を
中
心
と

し
た
生
活
習
慣
病
予
防
や
健
康
教
育
に
取
り

組
み
、
健
康
寿
命
の
延
伸
を
図
っ
て
い
ま
す
。

健
康
づ
く
り
拠
点「
健
康
の
駅
た
ま
か
わ
」

で
は
、
運
動
教
室
や
健
康
相
談
な
ど
を
通
じ

て
、
気
軽
に
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
め
る
環

境
を
整
備
し
て
い
ま
す
。
社
会
保
障
制
度
で

は
、
年
金
・
医
療
・
介
護
保
険
の
適
正
運
用

に
よ
り
安
心
し
て
医
療
・
介
護
を
受
け
ら
れ

る
体
制
を
維
持
し
、
制
度
の
持
続
性
確
保
に

も
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
元
気
な
た
ま

か
わ 

子
育
て
支
援
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
ま
で
切
れ
目
の
な
い
支

援
を
行
い
、
認
定
こ
ど
も
園
や
保
健
セ
ン

タ
ー
と
連
携
し
た
総
合
的
な
子
育
て
支
援
を

推
進
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
す
べ
て
の
世

代
が
支
え
あ
い
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
温
か

な
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

❶ 健康づくり推進事業
　（健康の駅たまかわ運営）
健康増進の拠点「健康の駅たまかわ」を中
心に、運動教室や健康講座、健康相談を実
施。村民が主体的に健康づくりに取り組む
環境を整え、健康寿命の延伸を図る。

❷ がん検診・特定健診推進事業
がんによる死亡増加への対応とし
て、検診受診機会の拡大、未受診者
への受診勧奨、追加健診の実施を
推進。早期発見・早期治療による
村民の健康保持を目指す。

❸ 子育て支援充実事業
　（元気なたまかわ子育て支援プラン）
妊娠期から出産・育児までの切れ目ない
支援体制を整備。認定こども園、保健セン
ター、放課後児童クラブが連携し、安心し
て子どもを育てられる環境を提供。

❹ 高齢者・障がい者支援事業
一人暮らし高齢者の見守り活動やボランティア養成、災害時
の要援護者支援体制を整備。障がい者の相談支援や就労支援
を充実させ、地域で自立して生活できる仕組みを構築。

❺ 生活困窮者自立支援・福祉相談事業
生活困窮世帯や経済的に厳しい家庭に対し、早期相談対応を
実施。関係機関との連携により、保護に至る前の段階から自立
支援を行い、安心して暮らせる地域社会を目指す。

主 要 事 業

１
基本目標

あ

す
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環
境
に
や
さ
し
い
安
全
・
便
利
な
村
づ
く
り

２
つ
目
の
柱
と
し
て
、
自
然
と
共
生
し
な

が
ら
快
適
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
生
活
環
境

の
実
現
を
目
指
し
、「
環
境
に
や
さ
し
い
安

全
・
便
利
な
村
づ
く
り
」
を
進
め
て
い
ま
す
。

阿
武
隈
川
の
清
流
と
阿
武
隈
山
系
の
豊
か
な

自
然
を
次
世
代
へ
引
き
継
ぐ
た
め
、
水
質
検

査
の
継
続
や
不
法
投
棄
防
止
の
啓
発
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
な
ど
に
取
り
組

み
、
環
境
保
全
と
循
環
型
社
会
の
形
成
を
推

進
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
自
然
と
人

が
共
に
生
き
る
空
間
づ
く
り
と
し
て
「
か
わ

ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
、
乙
字
ヶ
滝
周
辺
の

景
観
整
備
や
遊
歩
道
整
備
を
行
い
、
四
季

折
々
の
風
景
を
楽
し
め
る
憩
い
の
場
と
し
て

整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
中
池
公
園
な
ど
の

公
園
・
緑
地
の
維
持
管
理
を
地
域
団
体
と
協

力
し
て
行
い
、
住
民
が
集
い
触
れ
合
う
場
づ

く
り
を
通
じ
て
、
環
境
と
交
流
の
両
面
か
ら

村
の
魅
力
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

阿
武
隈
川
上
流
遊
水
地
群
整
備
事
業
の
推
進

に
よ
り
、
水
害
リ
ス
ク
の
軽
減
と
安
全
な
暮

ら
し
の
確
保
を
目
指
し
、
国
や
県
、
関
係
機

関
と
連
携
し
て

防
災
・
減
災
対

策
を
強
化
し
て

い
ま
す
。
加
え

て
、
快
適
な
住

環
境
の
確
保
に

向
け
て
「
空
き

家
・
空
き
地
バ

ン
ク
事
業
」
や

「
移
住
・
定
住

促
進
補
助
制

度
」を
展
開
し
、

空
き
家
の
有
効

活
用
と
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

再
生
を
図
っ
て

い
ま
す
。
水
道

管
更
新
や
排
水

施
設
の
整
備
、

住
宅
の
長
寿
命

化
に
も
努
め
、

誰
も
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
生

活
環
境
の
整
備

を
進
め
て
い
ま

す
。
今
後
も
、

自
然
環
境
の
保

全
と
利
便
性
の
向
上
を
両
立
さ
せ
、
持
続
可

能
で
魅
力
あ
る
村
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

❶ かわまちづくり事業
　（乙字ヶ滝周辺整備）
阿武隈川沿いの自然環境を活かし、乙字ヶ
滝や中池公園周辺の景観・遊歩道・休憩
施設を整備。水辺のにぎわい創出と観光・
交流拠点としての機能向上を図る。

❷ 空き家・空き地バンク事業
空き家情報の登録・紹介を通じ
て、移住希望者や地域住民への
マッチングを促進。空き家の有効
活用を進め、地域コミュニティの
維持と活性化を支援。

❸ 移住・定住促進補助制度
若年世代や子育て世代の定住を支援する
ため、住宅取得・改修補助、引越費用補助
などを実施。村外からの移住者受け入れ
を促進し、人口減少対策と地域活力の維
持に寄与。

❹ 上下水道・排水整備事業
安全で安定した水道水の供給確保のため、新水源開発や老朽
管更新を計画的に実施。農業集落排水や合併処理浄化槽の整
備を通じ、公共水域の水質保全と快適な生活環境を確保。

❺ 再生可能エネルギー・環境保全推進事業
住宅用太陽光発電システム設置補助や公共施設への太陽光設
備導入を推進。村民への環境啓発活動や不法投棄防止などを
通じて、環境負荷の少ない循環型社会を目指す。

主 要 事 業

２
基本目標
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活
力
の
あ
る
村
づ
く
り

３
つ
目
の
柱
と
し
て
、
地
域
経
済
の
活
性

化
と
生
活
基
盤
の
充
実
を
目
指
し
、「
活
力

の
あ
る
村
づ
く
り
」
に
、
農
林
業
・
商
業
・

工
業
・
雇
用
・
観
光
の
各
分
野
で
、
村
の
特

性
を
活
か
し
た
施
策
を
展
開
し
て
き
ま
し

た
。ま

ず
農
林
業
の
振
興
で
は
、
兼
業
農
家
が

増
え
る
中
、水
稲
や
園
芸
作
物
、果
樹
、花
卉
、

肉
牛
繁
殖
な
ど
多
様
な
経
営
形
態
が
展
開
さ

れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
高
齢
化
や
後
継
者
不

足
、
風
評
被
害
な
ど
の
課
題
に
対
し
て
、
認

定
農
業
者
制
度
や
集
落
営
農
組
織
の
育
成
を

進
め
、
多
面
的
機
能
発
揮
促
進
事
業
を
活
用

し
た
農
村
環
境
保
全
、
農
地
集
積
や
新
技
術

導
入
に
よ
る
経
営
効
率
化
を
推
進
し
て
き
ま

し
た
。
加
え
て
、
農
畜
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化

や
６
次
産
業
化
に
よ
り
、
地
域
農
業
の
持
続

的
発
展
を
図
っ
て
い
ま
す
。
林
業
分
野
で
は
、

ふ
く
し
ま
森
林
再
生
事
業
に
よ
る
間
伐
・
下

草
刈
り
・
松
林
保
全
な
ど
を
実
施
し
、
森
林

の
多
面
的
機
能
の
維
持
と
放
射
性
物
質
対
策

を
両
立
さ
せ
て
い
ま
す
。

商
業
で
は
、
商
店
主
の
高
齢
化
や
人
口
減

少
に
よ
る
売
上
減
少
と
い
っ
た
課
題
に
対
応

す
る
た
め
、
商
工
会
と
連
携
し
、
既
存
事
業

者
支
援
や
新
規
創
業
者
育
成
を
推
進
。
移
動

販
売
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
、
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
活
用
な
ど
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
地
域

経
済
の
活
性
化
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

工
業
分
野
で
は
、
企
業
誘
致
の
推
進
や
既

存
企
業
の
支
援
に
努
め
、
立
地
環
境
整
備
や

支
援
制
度
の
充
実
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
雇
用
・
勤
労
者
対
策
と
し
て
求
人
・

求
職
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
誘
致
や
コ
ワ
ー

キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
整
備
を
通
じ
て
、
村
内
就

労
と
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
両
立
し
て

い
ま
す
。

観
光
振
興
で
は
、
乙
字
ヶ
滝
や
東
野
の
清

流
、
大
寺
城
跡
公
園
な
ど
の
自
然
景
勝
地
、

東
福
寺
舎
利
石
塔
や
南
須
釜
の
念
仏
踊
り
と

い
っ
た
文
化
資
源
を
活
か
し
、
環
境
整
備
や

地
域
団
体
と
の
連
携
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
旧
四
辻
分
校
を
活
用
し
た
「
た
ま

か
わ
観
光
交
流
施
設
森
の
駅
ｙ
o
d
g
e

（
ヨ
ッ
ジ
）」
を
拠
点
に
、
農
業
体
験
・
自
然

３
基本目標

体
験
・
食
体
験
な
ど
の
着
地
型
観
光
を
展
開
。

都
市
部
か
ら
の
来
訪
者
と
地
域
の
交
流
を
深

め
て
い
ま
す
。
S
N
S
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

活
用
し
た
情
報
発
信
、
名
産
品
開
発
、
観
光

ル
ー
ト
設
定
な
ど
の
取
組
を
通
じ
て
、
通
過

型
か
ら
滞
在
型
観
光
へ
の
転
換
を
目
指
し
、

地
域
の
賑
わ
い
創
出
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
施
策
は
、
村
民
と
行
政
が
一
体

と
な
り
、
地
域
資
源
を
最
大
限
に
活
か
し
な

が
ら
取
り
組
ん
で
き
た
成
果
で
す
。
今
後
も

玉
川
村
は
、
農
林
業
の
発
展
、
商
工
業
の
振

興
、
雇
用
の
確
保
、
観
光
資
源
の
活
用
を
通

じ
て
、
持
続
可
能
で
活
力
あ
る
村
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。
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３
つ
目
の
柱
と
し
て
、
地
域
経
済
の
活
性

化
と
生
活
基
盤
の
充
実
を
目
指
し
、「
活
力

の
あ
る
村
づ
く
り
」
に
、
農
林
業
・
商
業
・

工
業
・
雇
用
・
観
光
の
各
分
野
で
、
村
の
特

性
を
活
か
し
た
施
策
を
展
開
し
て
き
ま
し

た
。ま

ず
農
林
業
の
振
興
で
は
、
兼
業
農
家
が

増
え
る
中
、水
稲
や
園
芸
作
物
、果
樹
、花
卉
、

肉
牛
繁
殖
な
ど
多
様
な
経
営
形
態
が
展
開
さ

れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
高
齢
化
や
後
継
者
不

足
、
風
評
被
害
な
ど
の
課
題
に
対
し
て
、
認

定
農
業
者
制
度
や
集
落
営
農
組
織
の
育
成
を

進
め
、
多
面
的
機
能
発
揮
促
進
事
業
を
活
用

し
た
農
村
環
境
保
全
、
農
地
集
積
や
新
技
術

導
入
に
よ
る
経
営
効
率
化
を
推
進
し
て
き
ま

し
た
。
加
え
て
、
農
畜
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化

や
６
次
産
業
化
に
よ
り
、
地
域
農
業
の
持
続

的
発
展
を
図
っ
て
い
ま
す
。
林
業
分
野
で
は
、

ふ
く
し
ま
森
林
再
生
事
業
に
よ
る
間
伐
・
下

草
刈
り
・
松
林
保
全
な
ど
を
実
施
し
、
森
林

の
多
面
的
機
能
の
維
持
と
放
射
性
物
質
対
策

を
両
立
さ
せ
て
い
ま
す
。

商
業
で
は
、
商
店
主
の
高
齢
化
や
人
口
減

少
に
よ
る
売
上
減
少
と
い
っ
た
課
題
に
対
応

す
る
た
め
、
商
工
会
と
連
携
し
、
既
存
事
業

者
支
援
や
新
規
創
業
者
育
成
を
推
進
。
移
動

販
売
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
、
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
活
用
な
ど
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
地
域

経
済
の
活
性
化
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

工
業
分
野
で
は
、
企
業
誘
致
の
推
進
や
既

存
企
業
の
支
援
に
努
め
、
立
地
環
境
整
備
や

支
援
制
度
の
充
実
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
雇
用
・
勤
労
者
対
策
と
し
て
求
人
・

求
職
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
誘
致
や
コ
ワ
ー

キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
整
備
を
通
じ
て
、
村
内
就

労
と
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
両
立
し
て

い
ま
す
。

観
光
振
興
で
は
、
乙
字
ヶ
滝
や
東
野
の
清

流
、
大
寺
城
跡
公
園
な
ど
の
自
然
景
勝
地
、

東
福
寺
舎
利
石
塔
や
南
須
釜
の
念
仏
踊
り
と

い
っ
た
文
化
資
源
を
活
か
し
、
環
境
整
備
や

地
域
団
体
と
の
連
携
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
旧
四
辻
分
校
を
活
用
し
た
「
た
ま

か
わ
観
光
交
流
施
設
森
の
駅
ｙ
o
d
g
e

（
ヨ
ッ
ジ
）」
を
拠
点
に
、
農
業
体
験
・
自
然

体
験
・
食
体
験
な
ど
の
着
地
型
観
光
を
展
開
。

都
市
部
か
ら
の
来
訪
者
と
地
域
の
交
流
を
深

め
て
い
ま
す
。
S
N
S
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

活
用
し
た
情
報
発
信
、
名
産
品
開
発
、
観
光

ル
ー
ト
設
定
な
ど
の
取
組
を
通
じ
て
、
通
過

型
か
ら
滞
在
型
観
光
へ
の
転
換
を
目
指
し
、

地
域
の
賑
わ
い
創
出
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
施
策
は
、
村
民
と
行
政
が
一
体

と
な
り
、
地
域
資
源
を
最
大
限
に
活
か
し
な

が
ら
取
り
組
ん
で
き
た
成
果
で
す
。
今
後
も

玉
川
村
は
、
農
林
業
の
発
展
、
商
工
業
の
振

興
、
雇
用
の
確
保
、
観
光
資
源
の
活
用
を
通

じ
て
、
持
続
可
能
で
活
力
あ
る
村
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

❶ 農業振興・６次産業化推進事業
認定農業者や営農組織を中心に、地
域の特性を生かした高品質な農産
物の生産やブランド化を推進。加
工・販売・観光を組み合わせた６
次産業化を進め、農業の収益向上と
地域経済の自立を図る。

❷ 商工業・企業支援事業
商工会や事業者と連携し、既
存店舗の活性化や新規創業者
への支援を実施。村内外企業
の誘致やサテライトオフィス
整備を進め、働く場の確保と
地域雇用の創出を目指す。

❸ 観光拠点整備・着地型観光推進事業
旧四辻分校を活用した「たまかわ観光交流施設森
の駅ｙodge（ヨッジ）」を拠点に、農業体験や自然体
験、地域の食を生かした滞在型観光を展開。村民と
来訪者が交流できる体験プログラムの充実によ
り、観光による交流人口の拡大と地域経済の活性
化を図る。

❹ 水辺環境活用・かわまちづくり推進事業
阿武隈川の豊かな自然を活かし、「玉川村複合型水辺施設乙な
駅たまかわ」や中池公園などを拠点とした「かわまちづくり」
を推進。地域団体や企業と連携したイベントやレジャー活動
を通じて、村内外からの来訪促進と地域交流の拡大を進める。

❺ 地域資源活用・文化振興事業
乙字ヶ滝や大寺城跡、南須釡の念仏踊りなど、歴史・文化資源
の保存と活用を推進。地域行事や伝統芸能の継承を支援し、村
民の誇りと絆を育むとともに、観光資源としての魅力向上を
図る。

主 要 事 業

9



人
を
育
む
村
づ
く
り

　
４
つ
目
の
柱
と
し
て
「
人
を
育
む
村
づ
く

り
」
で
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
す

べ
て
の
世
代
が
健
や
か
に
学
び
、
成
長
で
き

る
環
境
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

学
校
教
育
で
は
、
令
和
２
年
度
の
中
学
校
統

合
後
も
こ
ど
も
園
・
小
学
校
・
中
学
校
の
連

携
を
強
化
し
、
15
年
間
を
見
通
し
た
一
貫
教

育
を
推
進
し
、
教
職
員
の
資
質
向
上
や
Ｉ
Ｃ

Ｔ
教
育
の
活
用
、
特
別
支
援
教
育
の
充
実
を

図
る
ほ
か
、
道
徳
教
育
や
読
書
活
動
、
自
然

体
験
を
通
じ
て
豊
か
な
心
を
育
む
教
育
を
進

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
体
力
向
上
や
食
育
・

健
康
教
育
の
推
進
に
よ
り
、
望
ま
し
い
生
活

習
慣
の
定
着
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

　
青
少
年
の
健
全
育
成
で
は
、
地
域
・
家
庭
・

学
校
・
関
係
団
体
が
連
携
し
、
ス
ポ
ー
ツ
や

文
化
活
動
を
通
し
て
協
調
性
や
社
会
性
を
育

む
取
組
を
展
開
。
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活

用
や
支
援
体
制
の
充
実
を
図
り
、
地
域
全
体

で
子
ど
も
を
育
て
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
生
涯
学
習
の
分
野
で
は
、
公
民
館
や
文
化

体
育
館
を
拠
点
に
多
様
な
講
座
や
サ
ー
ク
ル

活
動
を
支
援
し
、
図
書
室
の
充
実
な
ど
を
通

じ
て
、
誰
も
が
学
び
、
交
流
で
き
る
機
会
を

提
供
。
ス
ポ
ー
ツ
振
興
で
は
、
施
設
整
備
や

イ
ベ
ン
ト
開
催
、
ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー
ツ
の
導

入
に
よ
り
、
世
代
を
超
え
た
交
流
の
輪
を
広

げ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
文
化
活
動
や
文
化
財
の
保
存
に

も
力
を
注
ぎ
、
芸
術
鑑
賞
教
室
や
無
形
文
化

財
の
記
録
保
存
を
実
施
。
台
湾
鹿
谷
郷
や
大

阪
府
豊
中
市
、
沖
縄
県
北
中
城
村
と
の
交
流

を
通
じ
て
国
際
感
覚
と
広
い
視
野
を
育
ん
で

い
ま
す
。
こ
う

し
た
多
彩
な
取

組
に
よ
り
、
玉

川
村
は
、
誰
も

が
学
び
、
成
長

し
、
地
域
で
輝

く
「
人
を
育
む

村
づ
く
り
」
を

着
実
に
推
進
し

て
い
ま
す
。

❶ 学校教育充実事業
こども園・小学校・中学校の連携を
強化し、15年間を見通した系統的教育
を推進。ICT教育や特別支援教育、道
徳教育、読書活動、自然体験などを通
じ、学力と豊かな心の育成を図る。

❷ 青少年健全育成事業
地域・家庭・学校・関係団体が連携し、
スポーツ大会や文化活動を通じて協
調性・社会性を育む。ボランティアの
活用や支援体制整備により、子どもた
ちを地域全体で支える環境を整備。

❸ 生涯学習・スポーツ振興事業
公民館や文化体育館を拠点に、多様な教
室・講座・イベント等を行い、村民が自
由に学び交流できる環境を提供。施設整
備やアーバンスポーツ導入により、世代
を超えた交流の場を拡大。

❹ 文化活動・文化財保護事業
文化団体活動支援、芸術鑑賞教室の実施、無形文化財の記録保
存などを通じ、郷土の歴史・文化の理解と継承を推進。地域文
化の発信と村民の誇りの醸成を図る。

❺ 交流活動・国際理解促進事業
台湾鹿谷郷、大阪府豊中市、沖縄県北中城村との定期交流や文
化・経済活動を実施。村民の国際感覚や広い視野の育成を支
援し、地域の魅力向上と交流人口拡大に貢献。

主 要 事 業

４
基本目標
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交
流
と
協
働
の
村
づ
く
り

　
５
つ
目
の
柱
と
し
て
「
交
流
と
協
働
の
村

づ
く
り
」
で
は
、
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少

が
進
む
中
で
、
地
域
交
流
や
文
化
、
地
域
活

動
の
維
持
が
難
し
く
な
る
現
状
に
対
応
し
て

き
ま
し
た
。
個
人
の
価
値
観
や
生
活
様
式
の

変
化
に
よ
り
、
地
域
活
動
へ
の
参
加
が
減
少

し
、
連
帯
感
や
「
結
」
の
精
神
が
薄
れ
つ
つ

あ
る
中
で
、
村
民
一
人
ひ
と
り
が
地
域
の
一

員
と
し
て
関
わ
る
意
識
を
育
て
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
へ
の
参
加
を
促
す
取
組
を

進
め
て
い
ま
す
。
行
政
区
へ
の
支
援
を
継
続

し
な
が
ら
、
集
落
単
位
で
の
広
域
的
な
連
携

や
新
た
な
活
動
、
企
業
・
団
体
の
参
画
を
支

援
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
村
民
懇
談
会
の
開

催
や
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
に
よ
り
、
村
民
の

意
見
を
施
策
に
反
映
し
、
協
働
に
よ
る
地
域

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
女
性

の
視
点
を
生
か
し
た
「
女
性
か
ら
見
た
ま
ち

づ
く
り
研
究
会
」
を
設
け
、
地
域
課
題
の
検

討
や
提
言
を
行
う
ほ
か
、
研
修
会
や
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
開
催
、
女
性
委
員
の
登
用
な
ど
に
よ

り
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
も
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。
行
財
政
面
で
は
、
限
ら
れ
た
財
源

を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
施
策
の
優
先
順
位

を
明
確
に
し
、
事
務
事
業
の
点
検
、
公
共
施

設
の
適
正
管
理
、
人
材
育
成
を
進
め
、
広
域

行
政
と
の
連
携
を
強
化
し
て
い
ま
す
。
今
後

も
村
民
が
支
え
合
い
、
安
心
で
活
力
あ
る
持

続
可
能
な
村
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

❶ 地域コミュニティ活動の支援
各行政区や地域団体への活動支援を
継続し、地域の実情に応じた交流事業
やイベントの開催、コミュニティの広
域化を推進。新たな団体や企業の地域
参画も支援。

❷ 村民懇談会の開催
村長や職員が隔年で各行政区を
訪問し、村民の声を直接聴く「村
民懇談会」を開催。村政への意見
反映や行政と村民の信頼関係の
強化を図る。

❸ 「女性から見たまちづくり研究会」の運営
女性の視点を生かした地域づくりを推進。
委員による課題提言や情報発信、地域活動
への参加促進を実施。

❹ 男女共同参画の推進事業
研修会・フォーラムの開催や女性委員の登用促進など、性別
に関わらず活躍できる社会づくりを推進。仕事と家庭の両立
支援や意識啓発にも取り組む。

❺ 行財政運営の健全化と広域連携
事務事業の点検や公共施設の適正管理、村税収納率の向上を
図るとともに、広域行政との連携を強化。効率的で持続可能な
行政運営を推進。

主 要 事 業

５
基本目標
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玉川村制70年のあゆみ
Tamakawa History

1965年3月　役場新庁舎完成
（広報たまかわ第1号にて紹介）

1973年8月　須釜小学校新校舎完成 1970年3月　玉川第一小学校新校舎完成

1974年 6月
村章制定

1973年3月　国道118号全線改良工事完了1975年9月　就業改善センター完成

12

昭
和

西
暦

歴
代
村
長

30

１
９
５
５

旧
泉
村
、
旧
須
釜
村
が
合
併
し
玉
川
村
が
誕
生
す
る
（
３
月
31
日
）

大
木
一
夫

33

１
９
５
８

泉
中
学
校
屋
体
完
成
（
３
月
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
30
．4
～
34
．4

34

１
９
５
９

須
釜
中
学
校
屋
体
完
成
（
３
月
）

矢
部
重
壽

水
郡
線
川
辺
沖
駅
建
設
（
６
月
）

昭
34
．4
～
38
．4

38

１
９
６
３

母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
開
所
（
４
月
）

丹
内
榮
一

40

１
９
６
５

役
場
新
庁
舎
完
成
（
３
月
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
38
．4
～
42
．4

41

１
９
６
６

国
道
118
号
竜
崎
バ
イ
パ
ス
完
成
（
３
月
）

43

１
９
６
８

有
線
放
送
施
設
電
話
開
通
（
２
月
）  

大
越
力
夫

乙
字
大
橋
開
通
（
12
月
）

昭
42
．4
～
46
．4

45

１
９
７
０

玉
川
第
一
小
学
校
新
校
舎
完
成
（
３
月
）　　
　
　
　

泉
保
育
所
開
所
（
５
月
）

46

１
９
７
1

稚
蚕
共
同
飼
育
所
完
成
（
４
月
）

小
針
千
代
之
助

47

１
９
７
２

国
道
118
号
川
辺
バ
イ
パ
ス
開
通
（
３
月
）

昭
46
．4
～
62
．4

奥
の
細
道
自
然
歩
道
完
成
（
９
月
）

48

１
９
７
３

須
釜
小
学
校
新
校
舎
完
成
（
49
年
1
月
移
転
）　

49

１
９
７
４

国
道
118
号
全
線
改
良
工
事
完
了
（
３
月
）

川
の
目
橋
完
成
（
３
月
）

村
章
制
定
（
６
月
）

50

１
９
７
５

千
五
沢
ダ
ム
完
成
（
３
月
）

村
民
体
育
館
完
成
（
３
月
）

玉
川
局
開
局
電
話
自
動
化
（
８
月
）

１
９
７
３
：
第
一
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク

１
９
７
０
：
大
阪
万
博
開
催

１
９
6
４
：
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催



昭和
1955‐1988年

1984年7月
空港予定地視察のため細田運輸大臣来村

1975年3月
千五沢ダム完成

1983年7月
小半弓遺跡発掘（たたら跡）

1988年3月　
県営玉川工業団地完成

1977年3月
川辺小学校新校舎完成

1988年9月　福島空港建設起工式

1988年9月
中華民国鹿谷郷と友好都市提携調印

13

就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
完
成
（
９
月
）

51

１
９
７
６

い
ず
み
幼
稚
園
開
園
（
玉
川
第
一
小
学
校
内
）（
４
月
）

泉
保
育
所
新
築
完
成
（
12
月
）

52

1
９
７
７

川
辺
小
学
校
新
校
舎
完
成
（
３
月
）

す
が
ま
幼
稚
園
開
園
（
須
釜
小
学
校
内
）（
４
月
）

須
釜
公
民
館
完
成
（
12
月
）

55

１
９
８
０

須
釜
支
所
庁
舎
完
成
移
転
（
６
月
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

58

１
９
８
３

広
報
「
た
ま
か
わ
」
200
号
発
刊
（
４
月
）

小
半
弓
遺
跡
発
掘
（
た
た
ら
跡
）（
７
月
）

勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
完
成
（
８
月
）

村
民
運
動
場
完
成
（
９
月
）

59

１
９
８
４

空
港
予
定
地
視
察
の
た
め
細
田
運
輸
大
臣
来
村
（
７
月
）

水
郡
線
開
通
50
周
年
（
12
月
）

60

１
９
８
5

村
民
憲
章
・
村
の
シ
ン
ボ
ル
、
山
桜
・
赤
松
・
山
鳩
を
制
定
（
10
月
） 

61

１
９
８
６

防
災
無
線
（
農
村
情
報
連
絡
施
設
設
置
事
業
）
完
了
（
２
月
）

商
工
会
青
年
部
主
催
第
1
回
納
涼
花
火
大
会
開
催
（
８
月
）

62

１
９
８
7

玉
川
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
内
閣
総
理
大
臣
賞
受
賞
（
花
い
っ
ぱ
い
運
動
）

63

１
９
８
８

福
島
空
港
用
地
、
県
と
地
権
者
補
償
協
定
書
調
印
（
３
月
）

車
田
次
夫

県
営
玉
川
工
業
団
地
完
成
（
３
月
）

昭
62
．4
～
平
19
．4

中
華
民
国
鹿
谷
郷
と
友
好
都
市
提
携
調
印
（
５
月
）

東
京
玉
川
会
設
立
総
会
（
５
月
）

福
島
空
港
建
設
起
工
式
（
９
月
）

１
９
７
９
：
第
二
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク



1991年11月　ふくしま駅伝に初参加1993年3月　福島空港開港

2001年3月　阿武隈高原道路「玉川IC-矢吹IC」開通

1999年9月
第1回福島空港玉川健康マラソン大会実施

1996年5月　玉川村生産物直売所「こぶしの里センター」オープン

14

平
成

西
暦

歴
代
村
長

元

１
９
８
９

玉
川
村
保
健
セ
ン
タ
ー
完
成
（
４
月
）

車
田
次
夫

2

１
９
９
０

第
１
回
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
中
学
生
国
内
研
修
（
北
海
道
）
実
施
（
８
月
）

昭
62
．4
～
平
19
．4

3

１
９
９
１

泉
中
学
校
新
校
舎
完
成
（
４
月
）

玉
川
村
婦
人
消
防
隊
・
交
通
安
全
母
の
会
設
立
（
10
月
）

玉
川
村
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
山
鳩
の
ク
ッ
ク
ち
ゃ
ん
」誕
生（
10
月
）

ふ
く
し
ま
駅
伝
に
初
参
加　

総
合
64
位
（
11
月
）

4

１
９
９
２

須
釜
中
学
校
新
校
舎
完
成
（
４
月
）

5

１
９
９
３

福
島
空
港
開
港
（
３
月
）

玉
川
村
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
決
定「
空
と
緑　

新
呼
吸
す
る
た
ま
か
わ
」（
３
月
）

須
賀
川
消
防
署
玉
川
派
出
所
開
所
（
北
須
釜
）（
４
月
）

石
川
警
察
署
玉
川
駐
在
所
開
所
（
４
月
）

6

１
９
９
４

村
内
農
協
Ｊ
Ａ
あ
ぶ
く
ま
石
川
と
し
て
広
域
合
併
発
足
（
３
月
）

7

１
９
９
５

玉
川
村
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
完
成
（
３
月
）

8

１
９
９
６

玉
川
村
生
産
物
直
売
所
「
こ
ぶ
し
の
里
セ
ン
タ
ー
」
オ
ー
プ
ン
（
５
月
）

9

１
９
９
７

玉
川
村
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
発
足
（
６
月
）

東
野
の
清
流
が
「
ふ
く
し
ま
の
音
30
景
」
に
認
定
（
12
月
）

10

１
９
９
８

屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
「
す
ぱ
ー
く
玉
川
」
が
オ
ー
プ
ン
（
５
月
）

場
外
舟
券
売
場
「
ボ
ー
ト
ピ
ア
玉
川
」
オ
ー
プ
ン
（
10
月
）

村
特
産
品
「
さ
る
な
し
ド
リ
ン
ク
」
発
売
開
始
（
12
月
）

11

１
９
９
９

福
島
空
港
「
福
島

－

上
海
」「
福
島

－

ソ
ウ
ル
」
国
際
定
期
路
線
開
設
（
６
月
）

第
1
回
福
島
空
港
玉
川
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
実
施
（
９
月
）

１
９
９
５
：
阪
神
・
淡
路
大
震
災

１
９
９
７
：
消
費
税
率
を
５
％
に
引
き
上
げ

１
９
８
９
：
昭
和
天
皇
崩
御
、
平
成
に
改
元
、

消
費
税
３
％
導
入
、
ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊

１
９
９
２
：
バ
ル
セ
ロ
ナ
五
輪



1989‐2018年
平成

2009年2月　
福島空港にアンテナショップ
「空の駅たまかわ」オープン

2002年11月　「2002年ふくしまふるさとＣＭ大賞」
“元気な玉川村”にて大賞受賞

2008年1月　南須釡の念仏踊りが「福島遺産百景」に認定される

15

12

２
０
０
０
「
江
平
遺
跡
」
よ
り
〝
木
簡
〟〝
竹
笛
〟
が
出
土
（
２
月
）

村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
（
４
月
）

13

２
０
０
１

主
要
地
方
道
矢
吹
・
小
野
線
（
蒜
生
工
区
）
開
通
（
３
月
）

あ
ぶ
く
ま
高
原
道
路
「
玉
川
IC

－

矢
吹
IC
」
開
通
（
３
月
）

南
須
釜
の
念
仏
踊
り
が
再
興
50
周
年
を
迎
え
る
（
４
月
）

う
つ
く
し
ま
未
来
博
が
開
催
・
玉
川
村
で
ブ
ー
ス
を
出
展
（
７
月
）

14

２
０
０
２

玉
川
村
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
、
総
務
大
臣
賞
受
賞
（
９
月
）

あ
ぶ
く
ま
高
原
道
路
「
玉
川
IC

－

福
島
空
港
IC
」
開
通
（
９
月
）

「
２
０
０
２
ふ
く
し
ま
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
」〝
元
気
な
玉
川
村
〟に
て
大
賞
受
賞（
11
月
）

15

２
０
０
３
「
た
ま
か
わ
元
気
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
発
足
（
３
月
）

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
た
ま
か
わ
荘
」
開
所
（
10
月
）

16

２
０
０
４

須
釜
小
学
校
四
辻
分
校
休
校
（
３
月
）

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
開
設
（
５
月
）

第
16
回
ふ
く
し
ま
駅
伝
大
会　

村
の
部
７
位
入
賞
（
11
月
）

17

２
０
０
５

安
心
・
安
全
「
た
ま
か
わ
こ
ぶ
し
隊
」
発
足
（
５
月
）

18

２
０
０
６

玉
川
村
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
（
４
月
）

生
産
物
直
売
所
こ
ぶ
し
の
里
セ
ン
タ
ー
が
道
の
駅「
た
ま
か
わ
」に
登
録（
８
月
）

19

２
０
０
７

須
釜
小
学
校
四
辻
分
校
閉
校
（
３
月
）

石
森
春
男

20

２
０
０
８

南
須
釜
の
念
仏
踊
り
が

「
福
島
遺
産
百
選
」
に
認
定
さ
れ
る
（
１
月
）

平
19
．4
～
令
5
．4

21

２
０
０
９

福
島
空
港
に
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
空
の
駅
た
ま
か
わ
」
オ
ー
プ
ン
（
２
月
）

あ
ぶ
く
ま
高
原
道
路
の
「
福
島
空
港
IC
－
石
川
母
畑
IC
」
開
通
（
８
月
）

２
０
０
５
：
愛
知
万
博（
愛
・
地
球
博
）

２
０
０
７
：ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
発
表（
ア
ッ
プ
ル
）

２
０
０
８
：
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
、

世
界
金
融
危
機

２
０
０
１
：
米
同
時
多
発
テ
ロ
（
９
．11
）

２
０
０
３
：
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
流
行



1989‐2018年
平成

2012年10月
福島空港に屋内遊び場

「わくわくらんどたまかわ」オープン

2016年3月　屋根付き広場「クックドームたまかわ」完成

2016年4月　認定こども園「たまかわクックの森」開園

2011年3月　東日本大震災で震度6弱を観測

16

平
成

西
暦

歴
代
村
長

23

２
０
１
１

東
日
本
大
震
災
で
震
度
６
弱
を
観
測
（
３
月
）

石
森
春
男

あ
ぶ
く
ま
高
原
道
路
全
線
開
通
（
３
月
）

平
19
．4
～
令
5
．4

台
風
15
号
に
よ
る
戦
後
最
大
級
の
豪
雨
災
害
、
阿
武
隈
川
堤
防
決
壊
（
９
月
）

24

２
０
１
２

福
島
空
港
利
用
１
０
０
０
万
人
達
成
（
２
月
）

福
島
空
港
内
に
屋
内
遊
び
場「
わ
く
わ
く
ら
ん
ど
た
ま
か
わ
」オ
ー
プ
ン（
10
月
）

26

２
０
１
４
「
健
康
の
駅
た
ま
か
わ
」
開
所
（
８
月
）

27

２
０
１
５

川
辺
小
学
校
閉
校
（
３
月
）

た
ま
か
わ
っ
子
誕
生
祝
金
ス
タ
ー
ト
（
４
月
）

28

２
０
１
６

屋
根
付
き
広
場
「
ク
ッ
ク
ド
ー
ム
た
ま
か
わ
」
完
成
（
３
月
）

認
定
こ
ど
も
園
「
た
ま
か
わ
ク
ッ
ク
の
森
」
開
園
（
４
月
）

須
賀
川
消
防
署
玉
川
派
出
所
が
石
川
消
防
署
玉
川
分
署
に
昇
格
（
４
月
）

29

２
０
１
７

玉
川
大
学
と
連
携
・
協
力
に
関
す
る
基
本
協
定
を
締
結
（
１
月
）

第
１
回
さ
る
な
し
・
こ
く
わ
サ
ミ
ッ
ト
in
玉
川
村
開
催
（
７
月
）

福
島
県
立
石
川
支
援
学
校
た
ま
か
わ
校
開
校
（
８
月
）

さ
る
な
し
ウ
ォ
ー
ク
２
０
１
７
開
催
（
10
月
）

玉
川
村
観
光
物
産
協
会
設
立
（
12
月
）

30

２
０
１
８

福
島
県
中
央
家
畜
保
健
衛
生
所
開
所
（
２
月
）

「
玉
川
村
農
産
物
加
工
施
設
」
開
所
（
４
月
）

第
２
回
全
国
さ
る
な
し
・
こ
く
わ
サ
ミ
ッ
ト
in
玉
川
村
開
催
（
９
月
）

新
中
学
校
名
「
玉
川
中
学
校
」
に
決
定
（
12
月
）

２
０
１
１
：
東
日
本
大
震
災
・
福
島
第
一
原
発
事
故

２
０
１
２
：
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送
が

終
了
し
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
完
全
移
行

２
０
１
４
：
消
費
税
８
％
へ
増
税



令和
2019‐2025年

2019年10月　台風19号の大雨による阿武隈川堤防決壊及び越水

2021年７月　たまかわ観光交流施設「森の駅 yodge」
オープン

2020年４月
泉中学校、須釡中学校が統合し「玉川中学校」開校

阿武隈川緊急治水対策プロジェクトに関する
住民説明会

2022年３月
「すがまプラザ交流センター」オープン

2024年９月　複合型水辺施設「乙な駅たまかわ」オープン

2025年3月　すがまプラザ住宅エリア完成

17

令
和

西
暦

歴
代
村
長

元

２
０
１
９

台
風
19
号
の
大
雨
に
よ
る

阿
武
隈
川
堤
防
決
壊
及
び
越
水
（
10
月
）

石
森
春
男

2

２
０
２
０

泉
中
学
校
、
須
釜
中
学
校
が
統
合
の
た
め
閉
校
（
３
月
）

平
19
．4
～
令
5
．4

泉
中
学
校
、
須
釜
中
学
校
が
統
合
し
「
玉
川
中
学
校
」
開
校
（
４
月
）

阿
武
隈
川
緊
急
治
水
対
策

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
す
る
説
明
会
（
8
月
）

3

２
０
２
１

福
島
県
沖
地
震
で
震
度
5
強
を
観
測
（
２
月
）

「
玉
川
村
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
」
開
所
（
４
月
）

た
ま
か
わ
観
光
交
流
施
設
「
森
の
駅
ｙ
ｏ
ｄ
ｇ
ｅ
」
オ
ー
プ
ン
（
７
月
）

「
玉
川
村
須
釜
行
政
セ
ン
タ
ー
」
開
所
（
８
月
）

地
域
整
備
課
内
に
遊
水
地
対
策
室
を
設
置
（
８
月
）

第
1
回
た
ま
か
わ
米
食
味
コ
ン
ク
ー
ル
開
催
（
12
月
）

4

２
０
２
２

福
島
県
沖
地
震
で
震
度
5
強
を
観
測
（
３
月
）

「
す
が
ま
プ
ラ
ザ
交
流
セ
ン
タ
ー
」
オ
ー
プ
ン
（
３
月
）

5

２
０
２
３

た
ま
か
わ
観
光
交
流
施
設 

森
の
駅
ｙ
ｏ
ｄ
ｇ
ｅ
が「
福
島
県
建
築
文
化
賞
正
賞
」（
１
月
）

須
釡
泰
一

玉
川
第
一
小
学
校
及
び
須
釜
小
学
校
設
立
150
周
年
記
念
式
典
（
10
月
）

令
5
．4
～

6

２
０
２
４

福
島
空
港
と
台
湾
桃
園
空
港
定
期
チ
ャ
ー
タ
ー
便
就
航
（
１
月
）

玉
川
村
防
災
ア
プ
リ
運
用
開
始
（
３
月
）

村
道
中

－

16
号
線
完
成 

供
用
開
始
（
３
月
）

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
を
保
健
セ
ン
タ
ー
内
に
設
置
（
４
月
）

「
た
ま
か
わ
く
ら
し
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
オ
ー
プ
ン
（
５
月
）

複
合
型
水
辺
施
設
「
乙
な
駅
た
ま
か
わ
」
オ
ー
プ
ン
（
９
月
）

第
６
回
全
国
さ
る
な
し
・
こ
く
わ
サ
ミ
ッ
ト
in
玉
川
村
開
催
（
10
月
）

「
第
23
回
ふ
く
し
ま
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
」
に
て
東
邦
銀
行
賞
受
賞
（
12
月
）

7

２
０
２
５

玉
川
村
移
動
図
書
館
車
「
ク
ッ
ク
ち
ゃ
ん
号
」
導
入
（
２
月
）

す
が
ま
プ
ラ
ザ
住
宅
エ
リ
ア
完
成
（
３
月
）

２
０
１
９
：
天
皇
陛
下
御
退
位

２
０
１
９
：
天
皇
陛
下
御
即
位

２
０
２
０
：
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
者
急
増
に
よ
り
全
国
へ
緊
急
事

態
宣
言
発
令２

０
２
２
：
成
年
年
齢
が

18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
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歴
代
村
長
・
助
役
・
収
入
役
・
副
村
長

二代村長
矢部重壽氏

初代村長
大木一夫氏

三代村長
丹内榮一氏

四代村長
大越力夫氏

五代村長
小針千代之助氏

六代村長
車田次夫氏

七代村長
石森春男氏

歴
代
村
長

代位 氏　　名 就　　任 離　　任
初 大 木 一 夫 Ｓ 3 0 .  4 . 3 0 Ｓ 3 4 .  4 . 2 9
2 矢 部 重 壽 Ｓ 3 4 .  4 . 3 0 Ｓ 3 8 .  4 . 2 9
3 丹 内 榮 一 Ｓ 3 8 .  4 . 3 0 Ｓ 4 2 .  4 . 2 9
4 大 越 力 夫 Ｓ 4 2 .  4 . 3 0 Ｓ 4 6 .  4 . 2 9

5 小 針 千 代 之 助

Ｓ 4 6 .  4 . 3 0 Ｓ 5 0 .  4 . 2 9
Ｓ 5 0 .  4 . 3 0 Ｓ 5 4 .  4 . 2 9
Ｓ 5 4 .  4 . 3 0 Ｓ 5 8 .  4 . 2 9
Ｓ 5 8 .  4 . 3 0 Ｓ 6 2 .  4 . 2 9

6 車 田 次 夫

Ｓ 6 2 .  4 . 3 0 Ｈ 3 .  4 . 2 9
Ｈ 3 .  4 . 3 0 Ｈ 7 .  4 . 2 9
Ｈ 7 .  4 . 3 0 Ｈ 1 1 .  4 . 2 9
Ｈ 1 1 .  4 . 3 0 Ｈ 1 5 .  4 . 2 9
Ｈ 1 5 .  4 . 3 0 Ｈ 1 9 .  4 . 2 9

7 石 森 春 男

Ｈ 1 9 .  4 . 3 0 Ｈ 2 3 .  4 . 2 9
Ｈ 2 3 .  4 . 3 0 Ｈ 2 7 .  4 . 2 9
H 2 7 .  4 . 3 0 H 31 .  4 . 2 9
H 3 1 .  4 . 3 0 R 5 .  4 . 2 9

8 須 釡 泰 一 R 5 .  4 . 3 0 現 在

歴
代
収
入
役

代位 氏　　名 就　　任 離　　任

初 大 竹 保 重

Ｓ 3 0 . 9 . 1 2 Ｓ 3 4 . 9 . 1 1
Ｓ 3 4 . 1 0 . 1 Ｓ 3 8 . 9 . 3 0
Ｓ 3 8 . 1 1 . 1 Ｓ 4 2 . 1 0 . 3 1
Ｓ 4 2 . 1 1 . 1 Ｓ 4 6 . 1 0 . 3 1

2 近 内 壽 雄 Ｓ 4 6 . 1 1 . 1 Ｓ 5 0 . 1 0 . 3 1

3 草 野 　 豊 Ｓ 5 1 . 3 . 1 0 Ｓ 5 5 . 3 . 9
Ｓ 5 5 . 3 . 1 0 Ｓ 5 7 . 1 . 3 1

4 山 　 崎 　 甲 子 郎 Ｓ 5 7 . 4 . 1 Ｓ 6 1 . 3 . 3 1
5 大 和 田 　 重 　 德 Ｓ 6 3 . 1 . 1 Ｈ 4 . 1 2 . 3 1
6 佐 久 間 　 倉 　 太 Ｈ 4 . 8 . 1 Ｈ 8 . 7 . 3 1
7 宗 形 友 三 Ｈ 9 . 7 . 1 Ｈ 1 3 . 6 . 3 0
8 小 原 嗣 男 Ｈ 1 3 . 1 1 . 1 Ｈ 1 7 . 1 0 . 3 1

歴
代
副
村
長

代位 氏　　名 就　　任 離　　任
初 小 原 嗣 男 Ｈ 1 9 . 4 . 1 Ｈ 1 9 . 4 . 2 9

2 草 野 亀 雄 Ｈ 1 9 . 1 0 . 1 Ｈ 2 3 . 9 . 3 0
Ｈ 2 3 . 1 0 . 1 H 2 7 . 9 . 3 0

3 工 藤 宇 裕 H 2 7 . 1 0 . 1 H 3 0 . 3 . 3 1
4 川 俣 　 基 H 3 0 . 4 . 1 R 2 . 3 . 3 1
5 須 釡 泰 一 R 2 . 4 . 1 R 5 . 3 . 9
6 丹 内 一 彦 R 5 . 7 . 1 現 在

歴
代
助
役

代位 氏　　名 就　　任 離　　任
初 小　 林　

彦久
右衞門 Ｓ 3 0 . 8 . 2 2 Ｓ 3 4 . 8 . 2 1

2 榊 枝 安 義 Ｓ 3 4 . 1 0 . 1 Ｓ 3 8 . 9 . 3 0
3 大 越 力 夫 Ｓ 3 9 . 2 . 2 1 Ｓ 4 2 . 4 . 1
4 矢 吹 幸 夫 Ｓ 4 2 . 9 . 8 Ｓ 4 6 . 9 . 7

5 草 野 勇 藏 Ｓ 4 6 . 9 . 2 2 Ｓ 5 0 . 9 . 2 1
Ｓ 5 0 . 9 . 2 2 Ｓ 5 4 . 9 . 2 1

6 塩 澤 直 利 Ｓ 5 4 . 1 2 . 2 2 Ｓ 5 8 . 1 2 . 2 1
Ｓ 5 8 . 1 2 . 2 2 Ｓ 6 0 . 7 . 3 1

7 圓 谷 信 男
Ｓ 6 1 . 1 . 1 Ｓ 6 2 . 4 . 2 8
Ｓ 6 2 . 7 . 2 0 Ｈ 3 . 7 . 1 9
Ｈ 3 . 7 . 3 0 Ｈ 7 . 7 . 1 9

8 小 針 康 　
敬

Ｈ 7 . 1 0 . 1 Ｈ 1 1 . 9 . 3 0
9 ⻆ 田 文 弥 Ｈ 1 3 . 3 . 1 Ｈ 1 7 . 2 . 2 8 　
10 小 原 嗣 男 Ｈ 1 7 . 1 1 . 1 Ｈ 1 9 . 3 . 3 1 　
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歴
代
教
育
長
・
議
長
・
副
議
長

歴
代
教
育
長

代位 氏　　名 就　　任 離　　任
初 車 田 芳 雄 Ｓ 3 1 . 1 0 . 1 Ｓ 3 1 . 1 1 . 3 0

2 佐 久 間　 孫　 七 Ｓ 3 1 . 1 2 . 1 Ｓ 3 5 . 1 1 . 3 0
Ｓ 3 5 . 1 2 . 1 Ｓ 3 9 . 9 . 3 0

3 小 針 千 代 之 助 Ｓ 3 9 . 1 0 . 1 Ｓ 4 3 . 9 . 3 0

4 矢　 吹　 政 治 郎
Ｓ 4 3 . 1 1 . 1 9 Ｓ 4 7 . 1 1 . 1 8
Ｓ 4 7 . 1 1 . 1 9 Ｓ 5 1 . 1 1 . 1 8
Ｓ 5 1 . 1 1 . 1 9 Ｓ 5 5 . 1 1 . 1 8

5 関 根 忠 幸
Ｓ 5 5 . 1 1 . 1 9 Ｓ 5 9 . 1 1 . 1 8
Ｓ 5 9 . 1 1 . 1 9 Ｓ 6 3 . 1 1 . 1 8
Ｓ 6 3 . 1 1 . 1 9 Ｈ 4 . 1 1 . 1 8

6 小 林 豊 司 Ｈ 4 . 1 1 . 1 9 Ｈ 8 . 1 1 . 1 8
Ｈ 8 . 1 1 . 1 9 Ｈ 1 2 . 1 1 . 1 8

7 車 田 政 美 Ｈ 1 2 . 1 1 . 1 9 Ｈ 1 6 . 1 1 . 1 8
Ｈ 1 6 . 1 1 . 1 9 Ｈ 2 0 . 1 1 . 1 8

8 冨　 岡　 ケ イ 子 Ｈ21 . 4 . 1 Ｈ 2 5 . 3 . 3 1
Ｈ2 5 .  4 . 1 　 H 2 9 .  3 . 3 1

9 鈴 木 文 雄 H 2 9 . 　4 . 1 R 2 .  3 . 3 1
R 2 . 4 . 1 R 5 .  3 . 3 1

10 岡 崎 寛 人 R 5 . 4 . 1 現 在

歴
代
議
長

代位 氏　　名 就　　任 離　　任
初 湯 澤 光 市 Ｓ 3 0 . 4 . 3 Ｓ 3 1 . 3 . 3 0
2 丹 内 榮 一 Ｓ 3 1 . 4 . 9 Ｓ 3 4 . 4 . 2 1
3 矢 吹 忠 次 Ｓ 3 4 . 5 . 2 5 Ｓ 3 5 . 3 . 3 0
4 尾 形 量 致 Ｓ 3 5 . 4 . 5 Ｓ 3 9 . 3 . 3 0
5 小 林 　 肇 Ｓ 3 9 . 4 . 2 Ｓ 4 0 . 1 2 . 2 5
6 小 原 忠 治 Ｓ 4 0 . 1 2 . 2 6 Ｓ 4 3 . 3 . 3 0

7 小 針 保 三 Ｓ 4 3 . 4 . 6 Ｓ 4 7 . 3 . 3 0
Ｓ 4 7 . 4 . 4 Ｓ 5 0 . 1 2 . 2 6

8 渡 邊 政 一 Ｓ 5 1 . 1 . 1 6 Ｓ 5 1 . 3 . 3 0

9 佐 久 間 　 倉 　 太

Ｓ 5 1 . 4 . 5 Ｓ 5 5 . 3 . 3 0
Ｓ 5 5 . 4 . 4 Ｓ 5 9 . 3 . 3 0
Ｓ 5 9 . 4 . 4 Ｓ 6 3 . 3 . 3 0
Ｓ 6 3 . 4 . 5 Ｈ 4 . 3 . 3 0

10 塩 　 田 　 征 二 郎 Ｈ 4 . 4 . 3 Ｈ 8 . 3 . 3 0
11 髙 林 淺 男 Ｈ 8 . 4 . 4 Ｈ 1 2 . 3 . 3 0
12 西 川 良

英
Ｈ 1 2 . 4 . 4 Ｈ 1 6 . 3 . 3 0

13 須 田 福 廣 Ｈ 1 6 . 4 . 5 Ｈ 1 9 . 3 . 9
14 矢 部 玄 信 Ｈ 1 9 . 3 . 9 Ｈ 2 0 . 3 . 3 0
15

須 藤 利 夫

Ｈ 2 0 . 4 . 2 Ｈ 2 4 . 3 . 3 0
16 Ｈ 2 4 . 4 . 4 H 2 8 . 3 . 3 0
17 H 2 8 . 4 . 4 R 2 . 3 . 3 0
18 R 2 . 4 . 2 R 6 . 3 . 3 0
19 小 針 竹 千 代 R 6 . 4 . 4 現 在

歴
代
副
議
長

代位 氏　　名 就　　任 離　　任

初 矢 吹 忠 次 Ｓ 3 0 . 4 . 3 0 Ｓ 3 1 . 3 . 3 0
Ｓ 3 1 . 4 . 9 Ｓ 3 4 . 5 . 1 8

2 佐 久 間 　 倉 　 雄 Ｓ 3 4 . 5 . 2 5 Ｓ 3 5 . 3 . 3 0
3 大 越 力 夫 Ｓ 3 5 . 4 . 5 Ｓ 3 9 . 2 . 1 2

4 小 原 忠 治 Ｓ 3 9 . 2 . 1 3 Ｓ 3 9 . 3 . 3 0
Ｓ 3 9 . 4 . 2 Ｓ 4 0 . 1 2 . 2 5

5 矢 　 部 　 勇 太 郎 Ｓ 4 0 . 1 2 . 2 6 Ｓ 4 3 . 3 . 3 0
6 草 野 勇 藏 Ｓ 4 3 . 3 . 3 1 Ｓ 4 6 . 9 . 2 2
7 大 野 傅 吉 Ｓ 4 6 . 9 . 2 3 Ｓ 4 7 . 3 . 3 0
8 渡 邊 政 一 Ｓ 4 7 . 4 . 4 Ｓ 5 1 . 1 . 1 5
9 鈴 木 吉 之 Ｓ 5 1 . 1 . 1 6 Ｓ 5 1 . 3 . 3 0
10 佐 久 間 　 安 　 藏 Ｓ 5 1 . 4 . 5 Ｓ 5 5 . 3 . 3 0
11 森 　 忠 寛 Ｓ 5 5 . 4 . 4 Ｓ 5 9 . 3 . 3 0
12 佐 久 間 　 安 　 藏 Ｓ 5 9 . 4 . 4 Ｓ 6 3 . 3 . 3 0
13 塩 澤 金 吾 Ｓ 6 3 . 4 . 5 Ｈ 4 . 3 . 3 0
14 髙 林 淺 男 Ｈ 4 . 4 . 3 Ｈ 8 . 3 . 3 0
15 宗 形 德 次 Ｈ 8 . 4 . 4 Ｈ 1 2 . 3 . 3 0
16 関 根 　 正 Ｈ 1 2 . 4 . 4 Ｈ 1 6 . 3 . 3 0
17 三 瓶 　 力 Ｈ 1 6 . 4 . 5 Ｈ 2 0 . 3 . 3 0
18 森 　 清 重 Ｈ 2 0 . 4 . 2 Ｈ 2 4 . 3 . 3 0
19 Ｈ 2 4 . 4 . 4 H 2 8 . 3 . 3 0
20 大 和 田 宏 H 2 8 . 4 . 4 R 2 . 3 . 3 0
21 塩 澤 重 男 R 2 . 4 . 2 R 6 . 3 . 3 0
22 石 井 清 勝 R 6 . 4 . 4 現 在
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【 

玉
川
村
の
由
来 

】

　

１
９
５
５
年
。
旧
泉
村
、
旧
須
釜
村

が
合
併
し
玉
川
村
が
誕
生
。
村
の
名
前

の
由
来
は
、
当
時
の
須
釜
村
の
村
長
が

新
し
い
村
の
名
前
に
須
釜
村
の
沢
の
水

を
水
源
と
し
て
、
泉
村
の
中
央
を
流
れ

て
い
る
玉
川
の
名
前
に
ち
な
み
「
玉
川

村
」
と
、
旧
村
名
の
頭
文
字
を
と
っ
た

「
須
泉
村
」
の
２
つ
を
提
案
。
そ
の
提
案

を
受
け
泉
村
は
、
相
馬
の
妙
見
神
社
が

か
つ
て
”泉
の
庄
玉
川
の
辺
り
“に
鎮
座

し
て
い
た
と
い
う
古
事
も
あ
る
と
い
う

こ
と
で
「
玉
川
村
」
案
を
後
押
し
。
須

釡
村
も
「
泉
が
須
釜
村
と
合
わ
さ
っ
て

玉
川
に
な
る
」
と
い
う
象
徴
的
な
意
味

も
込
め
ら
れ
て
い
る
と
し
て
「
玉
川
村
」

に
決
ま
り
ま
し
た
。（
合
併
記
録
よ
り
）

※「
玉
川
」は
昭
和
41
年
に
一
級
河
川「
泉

郷
川
」
と
指
定
さ
れ
、
そ
の
名
を
現

在
に
は
と
ど
め
て
い
ま
せ
ん
。

※
妙
見
神
社
：
両
村
境
の
玉
川
沿
い
の

小
高
い
森
に
鎮
座
す
る
社
で
あ
る
。

 
玉
川
村

【
辞 
典
】

合
併
記
念
碑
銘
文

第
二
次
世
界
大
戦
が
終
結
の
後
、
町
村
行
政
の
複
雑
化
と
財
政
貧
困

の
た
め
、
こ
れ
が
打
開
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
態
と
な
っ

た
の
で
、
政
府
は
之
に
応
じ
て
、
昭
和
二
十
八
年
九
月
一
日
町
村
合

併
促
進
法
の
制
定
に
依
り
改
革
に
踏
み
切
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
こ
に
於
い
て
各
町
村
と
も
隣
接
町
村
と
の
間
に
幾
度
か
の
話
合

い
が
行
わ
れ
交
通
の
便
、
或
い
は
立
地
条
件
等
の
た
め
に
離
合
集
散

難
行
を
極
め
た
が
、
遂
に
泉
・
須
釜
両
村
の
歩
み
寄
り
を
み
て
昭
和

三
十
年
二
月
五
日
第
一
回
合
同
会
議
を
須
釜
小
学
校
に
開
催
す
る

に
至
り
ま
し
た
。

こ
の
席
上
両
村
合
併
促
進
審
議
会
を
結
成
、
改
め
て
両
村
の
合
併
を

決
議
、
村
名
を
玉
川
村
と
命
名
す
る
こ
と
を
満
場
一
致
で
決
定
し
ま

し
た
。
そ
の
後
両
村
議
会
に
於
い
て
正
式
議
決
、
同
年
二
月
十
八
日

合
併
計
画
書
を
県
に
提
出
、
同
年
三
月
三
十
一
日
付
を
以
て
、
こ
こ

に
待
望
の
玉
川
村
は
目
出
度
く
誕
生
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

顧
み
れ
ば
合
併
促
進
法
施
行
以
来
、
隣
接
町
村
と
の
折
衝
か
ら
合
併

実
現
に
至
る
ま
で
長
期
間
に
わ
た
る
村
民
各
位
の
御
協
力
に
対
し

て
深
甚
な
る
謝
意
を
表
し
ま
す
と
共
に
、
当
時
役
員
と
し
て
苦
心
、

そ
の
衝
に
当
ら
れ
た
方
々
の
労
苦
は
多
大
な
る
も
の
が
あ
り
、
こ
こ

に
功
労
者
名
を
列
記
し
て
長
し
い
に
そ
の
功
績
を
讃
え
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。
玉
川
村
発
足
当
時
の
総
人
口
は
、
九
、〇
四
二
人
、

役
場
職
員
二
八
名
、
予
算
規
模
二
八
、一
四
八
、八
九
三
円
の

純
農
村
で
あ
っ
た
こ
と
を
付
記
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。「
付
し

て
曰
く
、
和
を
以
て
貴
と
な
す
」
と
。 

昭
和
四
十
二
年
三
月
三
十
一
日

玉
川
村
初
代
村
長　

大 

木 

一 

夫  

撰
文

佐
久
間
榮  

敬
書

【 

村 

章 

】［
昭
和
49
年
制
定
］

玉
川
村
の
頭
文
字
「
た
」
を
図
案
化

し
た
も
の
で
、村
民
の
和
と
協
力
に
よ
っ

て
明
る
く
豊
か
な
村
づ
く
り
に
着
実
に

進
む
玉
川
村
を
象
徴
し
て
い
る
。
こ
の

村
章
は
一
般
公
募
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た

も
の
で
、
作
者
は「
た
」の
一
画
目
を
、

未
来
へ
向
か
っ
て
躍
進
す
る
玉
川
村
を

表
す
”翼
“と
し
て
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
ま

す
。役

場
敷
地
内
に
立
つ
合
併
記
念
碑

玉
川
村
の
生
い
立
ち
と
裏
に
は

功
労
者
の
名
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。



【 
村
民
憲
章 

】

［
昭
和
60
年
11
月
制
定
］

　

玉
川
村
の
住
民
と
し
て
誇
り
と
責
任

を
持
ち
、
美
し
い
自
然
と
伝
統
あ
る
郷

土
を
愛
し
、
さ
ら
に
活
力
に
満
ち
た
魅

力
あ
る
村
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
こ

の
憲
章
を
制
定
し
実
施
し
ま
す
。

　

村
民
憲
章
は
、
村
の
30
周
年
を
記
念

し
て
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
村
民
や
学
識

経
験
者
で
構
成
す
る
「
村
民
憲
章
制
定

委
員
会
」
に
よ
っ
て
素
案
作
り
が
進
め

ら
れ
、
１
９
８
５
年
11
月
に
広
報
た
ま

か
わ
や
村
文
化
祭
の
「
村
民
カ
ラ
オ
ケ

大
会
」
の
会
場
で
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

【 

玉
川
村
の
シ
ン
ボ
ル 

】

　

村
民
憲
章
の
制
定
に
あ
わ
せ
て
定
め

ら
れ
た
、
玉
川
村
の
シ
ン
ボ
ル
。

　

い
ず
れ
も
村
内
全
域
に
繁
殖
並
び
に

生
息
し
、
親
し
ま
れ
て
い
る
自
然
や
生

き
物
で
あ
り
、
赤
松
は
〈
豊
か
さ
〉、
山

桜
は
〈
明
る
さ
〉、
山
鳩
は
〈
活
力
〉
の

象
徴
と
さ
れ
て
い
る
。村の花：山桜

花王といわれるさくらは、
わが村の明るく豊かな村づ
くりを象徴する。
花言葉：「あなたに微笑む」

「高尚」「美麗」など

村の木：赤松
古来から尊ばれ、長寿、節
操を重んじる木といわれ、
わが村の繁栄を象徴する。
木言葉：「不老長寿」「慈悲」
など

村の鳥：山鳩
鳩に三枝の礼あり、平和を
重んじ未来に羽ばたく。わ
が村の躍進発展を象徴する。

【 

山
鳩
の
ク
ッ
ク
ち
ゃ
ん 

】

名　
　

前
：
山
鳩
の
ク
ッ
ク
ち
ゃ
ん

性　
　

別
：
男
の
子

生
年
月
日
：
平
成
３
年（
１
９
９
１
年
）

10
月
17
日

性　
　

格
：
恥
ず
か
し
が
り
屋
だ
け
ど
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
旺
盛

目　
　

標
：
玉
川
村
を
広
く
ア
ピ
ー
ル

し
て
、
有
名
に
す
る
こ
と

　
　
　
　
　

鳥
な
の
で
い
つ
の
日
か
大

空
を
舞
い
た
い
！

身　
　

分
：
玉
川
村
の
名
誉
職
員
と
し
て

平
成
３
年（
１
９
９
１
年
）

11
月
１
日
付
け
で
辞
令
交
付

　

平
成
４
年
１
月
号
に
初
登
場
し
た
山

鳩
の
ク
ッ
ク
ち
ゃ
ん
は
、
福
島
空
港
を

中
心
に
し
た
村
づ
く
り
を
進
め
る
に
あ

た
り
、
村
の
象
徴
と
し
誕
生
し
ま
し
た
。

東
京
玉
川
会
の
会
員
で
小
高
出
身
の
原

敏
子
さ
ん
と
漫
画
家
の
イ
シ
グ
ロ
カ
オ

ル
先
生
が
作
成
し
ま
し
た
。
デ
ザ
イ
ン

に
あ
た
り
、
村
の
風
土
や
歴
史
、
文
化

を
丁
寧
に
調
べ
、
そ
の
中
か
ら
村
の
鳥
・

山
鳩
を
モ
チ
ー
フ
に
採
用
。
誕
生
か
ら

今
年
で
34
年
、
玉
川
村
の
歴
史
の
半
分

を
共
に
歩

ん
で
き
ま
し

た
。

【 

70
周
年
記
念
ロ
ゴ 

】

玉
川
村
の
村
制
施
行
70
周
年
を
、
皆

さ
ん
と
一
緒
に
祝
い
、
喜
び
、
そ
の
想

い
を
発
信
す
る
た
め
記
念
ロ
ゴ
マ
ー
ク

を
作
成
し
ま
し
た
。

　

70
周
年
記
念
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
、
村
の

こ
れ
ま
で
歩
ん
で
き
た
「
歴
史
」
と
こ

れ
か
ら
力
強
く
歩
み
続
け
る
「
未
来
」

へ
の
想
い
を
込
め
て
デ
ザ
イ
ン
し
ま
し

た
。
数
字
の
「
70
」
は
、
70
年
と
い
う

節
目
を
示
し
、「
０
」
の
部
分
に
村
章

を
組
み
込
む
こ
と
で
、
玉
川
村
の
誇
り

や
伝
統
、
地
域
の
一
体
感
を
象
徴
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
村
章
を
ロ
ゴ
の
一
部
と
し
て

用
い
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
支
え
て
き

た
村
民
の
皆
様
へ
の
感
謝
と
、
郷
土
愛

を
込
め
て
お
り
、
70
周
年
と
い
う
大
き

な
節
目
を
迎
え
た
玉
川
村
が
、
こ
れ
ま

で
の
歩
み
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
未
来

へ
と
力
強
く
進
ん
で
い
く
想
い
を
示
し

て
い
ま
す
。

一
、
美
し
い
自
然
と
伝
統
を
大
切
に
し
、

　
　
住
み
よ
い
村
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

一
、
教
養
と
文
化
を
高
め
、 

　
　
心
豊
か
な
村
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

一
、
健
康
で
楽
し
く
働
き
、

　
　
活
力
あ
る
村
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

一
、
思
い
や
り
と
連
帯
の
心
を
養
い
、

　
　
明
る
い
村
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

一
、
広
い
視
野
と
創
意
を
持
ち
、

　
　
躍
進
す
る
村
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。



こ
こ
に
生
き
る
、
こ
こ
か
ら
始
ま
る
、
新
た
な
挑
戦
。
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